
インタラクションデザイン

人と相互適応する製品のための学習
技術とインタラクション・デザイン

 従来技術との対比 
　学習・適応機能は、それに伴う変化がしばしば
ユーザを戸惑わせるものであったため、システム
やインタフェースは変化すべきではないと言われ
ることも多くありました。これに対し、本研究では、
人間の赤ちゃんが周囲と関わりながら、周りの人
から受け入れられ、また、自分の能力を発揮でき
るようになっていく発達過程を参考にして、人と
互いに適応しあう製品を実現するための学習技術
とインタラクション・デザインの方法を提供する
ものです。

 研究技術の例 
"No news is good news" 基準に基づく学習
　ユーザから発話がないこと（no…news）を、肯定的な評価（good…news）であると捉えて、ユー
ザに負担をかけず、ユーザが望む動作を学習する技術です。

自由発話によるやりとりからの言葉の意味の獲得
　Fisher の直接法（統計計算の手法の一つ）を用いて、ユーザとシステムの間の自由なやりとり
の中に出てくる言葉の意味を高精度に推定する技術です。

対乳児発話による愛着の誘発
　特徴的な韻律を有する対乳児発話だけに選択的に反応するようにロボットを設計し、相手の対
乳児発話を引き出す技術で、愛着の湧くロボットやエージェントの実現を目指しています。

人との相互適応を通した自然なコミュニケーションの成立
　人とロボットが互いに相手に適応する性質に注目し、自然なジェスチャーによるコミュニケー
ションの成立過程を研究しています。

想定する実用場面
・万国共通仕様（赤ちゃんが生まれた国の言葉を話すように各国語対応）の機器
・ユーザの好みや家庭の状況に応じて、次第に気が合うように、気がつくようになってくる（家族
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の一員）機器
・マニュアルなしで、ユーザの意図を理解して適切に対応してくれる機器
・高齢者の認知機能維持・増進のための話し相手や、ゲームの相手としての機器

 研究技術の裏付け 
　ユーザは無意識のうちに、適応する機器にとって大変有用な情報を発信しています。それを機
械学習技術、データ・マイニング技術で捉えてユーザの意図を推定し、学習・適応する機能を実
現します。人の行動・生活様式が変革するような技術を目指しています。
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